
 

2015年度経済史・政治外交史研究会シンポジウム 
 

戦間期における日本の対アジア・太平洋関係 
 

日時 2015年11月15日（日） 10:00～17:45 

場所 甲南大学 第6会議室（9号館4階） 

 

【オープニング】（10:00-10:15）    甲南大学経済学部・准教授  平井健介 

 

【１. 経済史の視点から】（10:15-12:15） 

・研究発表（10:15-11:30） 

①植民地官僚の統治認識    大阪産業大学経済学部・教授  加藤道也 

②南進政策下台湾総督府外事課の復活とその役割  一橋大学・日本学術振興会特別研究員 林 佩欣 

③戦前期植民地・占領地における産業展開  九州産業大学経済学部・准教授  兒玉州平 

  

 ・ディスカッション（11:30-12:15） 

コメンテーター     立教大学経済学部・教授   林 采成 

 

【２. 政治外交史の視点から】（13:15-15:15） 

 ・研究発表（13:15-14:30） 

④満洲国と在満朝鮮人：戦後韓国への影響  統一研究院（大韓民国）   李 奇泰 

⑤満州重工業開発株式会社と高碕達之助   三重大学教養研究機構・准教授  村上友章 

⑥門戸開放と勢力圏     神戸大学国際協力研究科・研究員  菅原健志 

 ・ディスカッション（14:30-15:15） 

   コメンテーター     関西学院大学国際学研究科・教授  井口治男 

 

【３. 移民史の視点から】（15:30-17:45） 

 ・研究発表（15:30-16:45） 

  ⑦Japanese Canadians in the Interwar Period  甲南大学国際言語文化センター・准教授 S. Kirk 

  ⑧帝国日本の満洲移民政策と農民   立命館大学経済学部・准教授  細谷 亨 

  ⑨1930年代南洋群島における沖縄移民とその社会  同志社大学・日本学術振興会研究員 森亜紀子 

 ・ディスカッション（16:45-17:30） 

   コメンテーター     神戸大学法学研究科・教授  簑原俊洋 

 

【クロージング】（17:30-17:45）    神戸大学法学研究科・教授  簑原俊洋 

 

参加費：無料。 参加希望の方は，「氏名」と「2015年度シンポジム参加希望」と書いていただき，e-mail で 

bi@center.konan-u.ac.jp まで連絡ください（申込期限：2015年11月12日(木)） 

 
経済史・政治外交史研究会（主催）/ 甲南大学ビジネス・イノベーション研究所（共催） 

※本シンポジウムは，KIER 経済研究財団，サントリー文化財団，村田学術財団より助成金を受けています。 

〒658-8501 神戸市東灘区岡本 8-9-1 TEL：078-435-2754 FAX：078-435-2324  http://bi.bus.konan-u.ac.jp/ 


